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 松
下
幸
之
助
翁
生
誕
百
二
十
年
と 

創
業
の
地
碑
建
立
十
周
年
を
記
念
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

 

末
廣 

訂 

 

今
年
平
成
二
十
六
年
は
福
島
区
と
大
変
ゆ
か
り
の
深
い
松
下
幸
之
助
翁

（
明
治
二
十
七
年
十
一
月
生
ま
れ
）
の
生
誕
百
二
十
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
あ
る
。
そ
し
て
大
開
公
園
に
創
業
の
地
記
念
碑
建
立
か
ら
十
年
の
年
月

が
流
れ
た
。
当
時
松
下
電
器
Ｏ
Ｂ
の
一
人
と
し
て
記
念
碑
の
建
立
に
お
手

伝
い
出
来
、
記
念
碑
建
立
の
い
き
さ
つ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
歴
史
研
究
会
三

十
周
年
記
念
誌
に
書
い
た
（「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
記
念
碑
、
大
開
で
除

幕
式
典
」）
が
、
改
め
て
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

 

松
下
電
器
を
定
年
退
職
し
た
平
成
十
三
年
の
秋
に
福
島
区
役
所
が
主
催

す
る
生
涯
学
習
講
座
で
当
会
の
前
事
務
局
長
の
井
形
正
寿
氏
を
講
師
と
し

て
「
大
開
と
松
下
幸
之
助
の
跡
地
」
を
見
学
す
る
会
に
参
加
し
た
。
創
業

の
家
や
第
一
次
、
第
二
次
本
店
工
場
等
の
説
明
が
あ
り
、
松
下
電
器
Ｏ
Ｂ

で
あ
り
な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
目
か
ら
鱗

う
ろ
こ

が
落
ち
た
思
い
を
し

た
。 創

業
の
大
正
時
代
の
初
め
、
大
開
地
区
は
井
路
川
や
池
を
埋
め
立
て
、
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新
開
地
と
し
て
開
発
が
進
み
、
家
や
工
場
が
建
ち
、
各
方
面
か
ら
人
が
集 

ま
っ
て
き
て
、
変
化
が
激
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。 

記
念
碑
の
除
幕
式
に
参
列
さ
れ
た
幸
之
助
翁
長
女
の
幸
子
さ
ん
が
「
こ

の
あ
た
り
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
昔
の
面
影
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
参
列
者
を
前
に
話
し
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。 

大
開
公
園
に
記
念
碑
建
立
を
機
に
、
翁
の
足
跡
や
跡
地
を
訪
ね
、
当
時

の
大
開
地
域
を
写
真
に
収
め
て
、
か
な
り
の
量
の
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
新
聞
社
や
放
送
局
に
協
力
し
て
も
ら
い
取
材
活
動
も
し
た
。 

 

毎
日
新
聞
で
は
五
回
に
わ
た
り
シ
リ
ー
ズ
「
幸
之
助
を
語
る
、
創
業
の

地
・
大
開
で
」
と
題
し
五
名
の
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
取
材
し
、
同
行
し
た
。 

五
人
の
方
は
「
十
一

と

い

ち

会
の
子
孫
」
「
松
下
家
の
植
木
屋
」
「
翁
の
愛
息
を

献
身
的
に
看
病
し
た
医
師
の
子
孫
」
ま
た
「
幸
之
助
翁
が
よ
く
買
い
に
行

っ
た
タ
バ
コ
屋
の
娘
さ
ん
」
等
で
直
接
お
聞
き
し
て
深
い
感
銘
を
受
け
た 

（
「
十
一
会
」
は
旅
行
な
ど
し
た
大
開
に
住
む
十
一
人
の
仲
間
で
あ
る
）
。

そ
の
中
で
幸
之
助
翁
が
松
下
の
本
社
を
門
真
に
移
転
し
て
数
年
後
、
大
開

を
訪
問
し
た
時
に
、
幸
之
助
翁
は
「
わ
し
も
二
億
円
の
借
金
が
で
き
た
わ
」

と
語
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
、
慌
て
て
松
下
の
株
を
売
っ
た
が
、
そ
の
後

松
下
株
が
上
昇
。
後
で
幸
之
助
翁
の
言
い
た
か
っ
た
の
は
「
大
き
な
借
金

が
で
き
る
ほ
ど
会
社
が
大
き
く
な
っ
た
」
と
い
う
事
だ
と
わ
か
り
皆
が
驚

い
た
等
々
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
聞
け
た
。 

記
念
碑
建
立
の
場
所
が
大
開
公
園
に
決
ま
る
ま
で
の
苦
労
話
が
あ
る
。

大
阪
市
は
公
的
な
場
所
で
「
公
人
」
で
は
な
く
「
私
人
」
の
記
念
碑
は
困

る
、
ま
し
て
や
民
間
の
会
社
の
記
念
碑
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
っ
た
。
幸

之
助
翁
は
大
開
時
代
に
区
会
議
員
に
当
選
、
そ
の
後
の
公
職
歴
を
み
て
も

公
人
の
役
割
を
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
上
福
島
公
園
に
あ
る

「
洋
菓
子
ヒ
ロ
タ
」
の
記
念
碑
や
そ
の
他
の
事
例
を
示
し
た
が
結
論
が
出

な
か
っ
た
。
そ
し
て
思
い
つ
い
た
の
が
大
開
小
学
校
五
十
周
年
記
念
誌
の

末
尾
に
つ
い
て
い
た
幸
之
助
翁
の
詩
文
「
道
」
で
、
こ
れ
を
他
の
大
阪
市

文
学
碑
と
同
様
の
扱
い
と
す
る
提
案
を
出
し
、
や
っ
と
建
立
の
許
可
が
下

り
た
。 

碑
は
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
、
翁
の
生
誕
百
十
年
の
日
に
除
幕

式
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
大
開
公
園
を
中
心
に
し
て
「
ふ
じ
祭
り
」
や
「
ぜ

ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
」
等
地
元
の
行
事
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

記
念
碑
の
建
立
ま
で
に
皆
で
何
度
も
話
し
合
っ
た
旧
福
島
区
役
所
地
下

の
会
議
室
が
懐
か
し
い
。 

 

表
面
に
出
な
い
立
場
で
応
援
・
支
援
を
し
て
く
れ
た
の
が
当
時
の
松
下

電
器
本
社
で
あ
る
。
ほ
ぼ
当
初
か
ら
部
長
職
二
名
が
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
終
始
難
問
を
解
決
し
て
く
れ
た
。
ま
た
記
念
碑
の
寄
付
が
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始
ま
る
と
本
社
か
ら
部
課
長
職
に
声
を
か
け
、
五
千
名
を
超
え
る
現
役
の

方
か
ら
浄
財
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

今
年
は
生
誕
百
二
十
年
を
ど
の
よ
う
に
表
し
た
ら
よ
い
の
か
福
島
区
歴

史
研
究
会
で
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
、
記
念
の
講
演
会
を
開
催
す
る
、
と
同

時
に
福
島
図
書
館
で
は
地
元
大
開
の
展
示
会
を
開
く
こ
と
に
決
定
し
た

（「
吉
野
・
新
家
・
大
開
の
今
昔
」
一
一
月
月
三
〇
日
ま
で
開
催
中
）。 

こ
の
記
念
講
演
会
の
講
師
が
元
松
下
電
器
社
長
の
谷
井
昭
雄
氏
に
決
ま

る
の
に
は
偶
然
が
あ
っ
た
。 

谷
井
氏
は
学
校
法
人
「
関
西
大
倉
」
の
理
事
長
を
さ
れ
て
お
り
、
当
会

の
太
田
会
長
と
は
学
校
の
理
事
会
で
時
々
同
席
す
る
の
で
「
ダ
メ
モ
ト
」

で
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
講
演
会
で
は

幸
之
助
翁
と
直
接
の
上
司
、
部
下
と
し
て
の
裏
話
が
聴
け
る
も
の
と
楽
し

み
で
あ
る
。 

話
に
よ
る
と
谷
井
氏
は
個
人
的
に
学
校
と
何
の
関
係
が
な
か
っ
た
が
、

関
西
大
倉
の
前
身
で
あ
っ
た
「
関
西
商
工
」
に
幸
之
助
翁
が
通
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
理
事
長
を
引
受
け
ら
れ
た
と
聞
き
、
大
変
興
味
深
い
話
だ
と
思

っ
た
。 

十
一
月
一
五
日
の
記
念
講
演
会
で
は
下
福
島
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
や
講
演
後
、
大
開
幼
稚
園
児
の
花
束
贈
呈
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

 

   

 
 

 

                      

  「地番入大阪市図」（和楽路屋 1933）より 

創業の地碑 

（大開公園内） 

 

「地番入大阪市図」（和楽路屋 

 1933）より作成 
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福
原
佐
一
郎 

 
昭
和
十
九
年
、
一
家
三
人
で
生
活
し
て
い
た
家
を
、
家
屋
疎
開
に
指
定

さ
れ
る
破
目
に
な
り
、
父
と
二
人
で
、
近
所
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

長
年
住
み
馴
れ
た
二
階
建
て
の
家
屋
を
壊
す
作
業
を
、
約
三
日
で
更
地
に

仕
上
げ
る
事
に
な
っ
た
。
幸
い
に
同
じ
町
会
に
、
空
き
家
が
有
り
、
以
前

と
変
わ
り
な
く
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
年
夏
に
、
都
会
の
国
民
学
校
児
童
に
も
国
か
ら
田
舎
に
疎
開
す
る

よ
う
に
命
令
が
下
さ
れ
た
。 

大
阪
で
三
代
暮
ら
し
の
我
が
家
に
は
田
舎
が
な
く
、
縁
故
疎
開
も
で
き

ず
・
・
・
大
都
市
の
国
民
学
校
に
は
集
団
疎
開
の
制
度
が
出
来
、
そ
れ
に

参
加
し
た
。 

福
島
区
の
国
民
学
校
は
広
島
県
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

参
加
者
は
上
級
学
童
で
四
・
五
・
六
の
三
学
年
の
生
徒
が
対
象
だ
っ
た
。 

通
学
し
て
い
た
玉
川
国
民
学
校
は
男
女
約
三
百
人
参
加
し
た
。 

私
は
六
年
生
男
子
の
一
ク
ラ
ス
四
十
五
人
の
友
達
と
夏
の
終
わ
り
に
現

地
に
参
加
。
お
世
話
に
な
っ
た
寮
は
広
島
県
沼
隈
郡
神
村
（
現
在
は
福
山

市
）
万
福
寺
寮
（
万
福
寺
本
堂
）
で
約
半
年
問
生
活
し
た
。 

国
鉄
山
陽
本
線
松
永
駅
下
車
（
福
山
と
尾
道
の
中
間
の
村
）
小
高
い
丘

の
万
福
寺
寮
の
生
活
は
環
境
も
大
変
良
く
、
た
だ
食
生
活
と
衛
生
面

が
・
・
・
。
毎
日
片
道
約
五
キ
ロ
ほ
ど
の
通
学
路
（
万
福
寺
～
神
村
国
民

学
校
）
を
往
復
。
日
々
授
業
は
午
前
中
で
、
大
半
は
寮
生
活
で
、
当
時
の

生
活
と
今
の
生
活
と
は
比
較
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。 

当
会
の
会
報
の
創
刊
号
掲
載
の
鷺
洲
の
橋
昇
氏
の
戦
争
の
記
録
「
学
童

疎
開
と
空
襲
体
験
」
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
本
当
に
大
変
な
生
活
だ

っ
た
。
私
達
は
二
〇
年
三
月
に
卒
業
予
定
の
為
、
二
月
に
帰
阪
し
た
。 

旧
制
中
学
校
入
試
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
三
月
一
三
日
の
大
阪
大
空

襲
に
市
内
大
半
が
遭
遇
し
て
し
ま
い
、
入
試
が
出
来
る
状
態
で
な
く
、
願

書
を
出
し
て
い
る
受
験
者
は
全
員
無
試
験
で
入
学
で
き
て
六
年
間
学
ぶ
こ

と
に
な
り
今
日
に
い
た
る
。 

八
十
歳
を
過
ぎ
た
今
、
二
度
の
疎
開
（
家
屋
疎
開
と
学
童
疎
開
）
を
経

験
し
た
事
は
、
つ
く
づ
く
大
変
な
時
代
だ
っ
た
と
思
い
起
こ
す
、
今
日
こ

の
頃
だ
。 

 
        

 

メモ１  福島区の学童疎開  

昭和20年5月16日調べ 

（福島区は広島県が疎開先） 

上福島国民学校    279人 深安郡 

福  島国民学校   176人 沼隈郡 

玉  川国民学校   363人 沼隈郡 

野  田国民学校   357人 沼隈郡 

吉  野国民学校   341人 芦品郡 

新  家国民学校   285人 深安郡 

大  開国民学校   262人 芦品郡 

鷺  洲国民学校   360人 芦品郡 

海老江西国民学校  278人 御調郡 

海老江東国民学校  169人 御調郡 

（『大阪市学童集団疎開地一覧 上』 

    大阪市史編纂所編 1995 より） 
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学
童
疎
開
と
学
徒
動
員 

 
 

 
 

 

矢
野
と
も
子 

  
 
 
 

一 

学
童
疎
開 

広
島
に
向
か
う
子
供
達
を
見
送
り
に
、
そ
の
家
族
は
淀
川
の
堤
防
に
行

き
、
鉄
橋
を
渡
っ
て
行
く
汽
車
に
万
感
の
思
い
を
こ
め
て
、
手
を
振
っ
て

見
送
っ
た
。 

 

食
べ
物
の
な
い
子
達
が
来
た
。 

 

田
畑
の
も
の
を
取
ら
れ
る
な
ど
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
い
つ
も
ひ
も
じ
い 

淋
し
い
思
い
を
し
て
い
た
。 

 

未
熟
な
南
瓜
を
お
風
呂
の
火
で
焼
い
て
食
べ
た
り
、
青
い
イ
チ
ジ
ク
の 

実
を
食
べ
、
口
の
中
が
炎
症
を
起
こ
し
て
、
と
て
も
痛
か
っ
た 

 

夜
寝
る
と
ノ
ミ
が
布
団
の
へ
り
を
ゾ
ロ
ゾ
ロ
歩
い
た
り
飛
ん
だ
り
、
シ 

ラ
ミ
も
、
な
か
に
は
オ
ネ
シ
ョ
す
る
子
も
、
顔
に
ハ
タ
ケ
を
作
っ
た
り
、 

そ
れ
で
も
命
は
あ
っ
た
。 

 

戸
の
間
か
ら
見
る
と
、
先
生
は
、
自
分
達
が
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
を 

ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

家
族
は
大
阪
に
来
た
時
の
先
生
の
顔
色
を
見
て
安
心
し
て
い
た
様
子
。 

今
で
は
大
分
変
わ
っ
て
き
た
と
思
う
け
ど
、
地
方
で
先
生
は
と
て
も
尊 

敬
さ
れ
て
い
た
の
で
、
特
に
土
地
の
人
に
大
切
に
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。 

そ
れ
で
も
大
勢
の
子
供
と
寝
食
を
共
に
し
、
二
十
四
時
間
過
ご
さ
れ
た
の 

だ
か
ら
、
先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
余
談
だ
が
、 

今
の
教
師
だ
っ
た
ら
？
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
縁
故
疎
開
は
待
遇
が
良
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
そ 

う
で
も
な
い
よ
う
だ
。
福
島
区
か
ら
奈
良
県
の
遠
い
親
戚
に
一
人
預
け
ら

れ
た
友
人
か
ら
の
話
で
あ
る
。 

食
事
の
と
き
は
そ
こ
の
家
族
と
は
別
の
場
所
で
、
違
う
も
の
（
粗
末
な 

も
の
）
を
食
べ
た
。 

学
校
へ
行
っ
て
も
友
達
が
出
来
ず
に
一
人
ぼ
っ
ち
で
過
ご
し
た
事
な
ど 

辛
か
っ
た
よ
う
だ
。 

 

以
上
は
、
私
の
友
人
か
ら
の
聞
き
取
り
で
あ
る
。 

 

二 

学
徒
動
員 

学
校
の
教
室
で 

航
空
兵
用
軍
服
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
ボ
タ
ン
付
（
絶 

対
に
取
れ
な
い
よ
う
に
付
け
る
）。
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
付
け
。（
仕
事
中
、

メモ２  疎開の経緯 

 

1943 「改正防空法」に「建

築物ノ分散疎開」が入る（都

市部に疎開空地が設けられ

ていく） 

1943.4.1 福島区新設 

1943.12.22 「都市疎開実施

要項」閣議決定、東京都区

部、大阪などを疎開地区に

指定、 

建物疎開（家屋疎開）は、

戦後そのまま道路になった

場合も多い（「疎開道路」）。 

1944.6 「学童疎開促進要項」

閣議決定 

1944.9 福島区の児童の集団

疎開始まる 
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宝
塚
歌
劇
団
の
生
徒
の
方
が
慰
問
朗
読
を
し
て
下
さ
っ
た
） 

動
員
先 

大
塚
鉄
工
所 

国
鉄
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）
塚
本
駅
下
車 

徒
歩
十
五
分
位 

 

作 

業 
飛
行
機
の
部
品 

重
い
鋳
物
を
「
バ
イ
ト
」
で
削
る
十
一
工 

 
 
 
 
 

程
、
火
花
が
散
っ
て
ら
せ
ん
状
の
金
属
が
足
の
上
に
落
ち
る
。 

熱
い
、
靴
の
底
に
食
い
込
む
。
運
動
靴
は
な
か
な
か
手
に
入 

ら
な
い
の
で
、
仕
事
の
時
、
逃
げ
る
時
だ
け
、
あ
と
は
ワ
ラ 

ジ
（
手
に
入
り
や
す
い
）
で
、
機
械
油
は
取
れ
に
く
く
て
、 

別
の
油
で
洗
う
と
取
れ
る
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
友
人
が
指 

を
落
と
し
た
。（
作
業
服
・
上
下
―
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
よ
う
な
目 

の
粗
い
、
ワ
タ
ボ
コ
リ
の
よ
う
な
、
ネ
ズ
ミ
色
） 

 

食 

事 

（
ア
ル
ミ
の
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
器
）
豆
粕
（
大
豆
か
ら
油
を 

と
っ
た
粕
、
家
畜
の
エ
サ
だ
っ
た
）
の
入
っ
た
ご
は
ん
、
そ 

れ
で
も
お
米
が
入
っ
て
い
た
の
で
軍
需
工
場
だ
か
ら
？ 

で
も
う
れ
し
か
っ
た
。 

昼
休
み 

職
員
の
お
兄
さ
ん
が
私
達
に
英
語
の
歌
を
教
え
て
く
れ
た
。 

「
シ
ョ
ウ
ユ
ア
ボ
ー
ト
」「
ツ
イ
ン
ク
ル
リ
ト
ル
ス
タ
ー
」
等
。 

往 

復 

大
阪
駅
～
塚
本
駅
の
往
復
は
大
変
で
、
今
他
の
国
の
ニ
ュ
ー

ス
で
知
っ
て
い
る
方
も
あ
る
と
思
う
が
、
丁
度
そ
の
よ
う
な

も
の
で
、
車
内
の
棚
の
上
、
車
両
の
連
結
部
分
等
、
そ
れ
は

乗
り
降
り
が
大
変
で
、
体
力
が
な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。 

徒
歩
で 

そ
こ
で
淀
川
大
橋
を
渡
り
御
幣
島
を
通
り
、
歩
い
て
い
く
こ

と
に
。
ワ
ラ
ジ
を
は
い
て
、
缶
に
大
豆
の
炒 い

っ
た
も
の
を
入

れ
、
防
空
頭
巾
や
傷
薬
等
を
持
っ
て
・
・
・
。
途
中
、
大
勢

乗
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
や
、
馬
引
き
の
お
じ
さ
ん
方

に
荷
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
・
・
・
。
あ
る
と
き
国
道
を

渡
っ
て
い
る
時
、
艦
載
機
に
機
銃
掃
射
を
か
け
ら
れ
、
橋
の

下
ま
で
走
っ
て
逃
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
野
里
辺
り

ま
で
道
の
両
側
が
燃
え
、
電
柱
も
倒
れ
て
い
た
の
で
飛
び
越

え
、
炎
に
直
接
触
れ
な
い
の
に
熱
く
て
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た
。
梅

田
の
方
が
大
き
な
、
本
当
に
大
き
な
一
つ
か
二
つ
の
炎
に
な

っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。 

 

あ
る
日
、
日
本
の
飛
行
機
が
塚
本
近
く
に
落
ち
て
き
た
時
、
あ
れ
は
敵

機
が
標
的
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
日
の
丸
を
付
け
た
も
の
で
、
本
当
は
敵
機

だ
っ
た
。
そ
れ
を
日
本
が
見
破
っ
た
と
か
（
野
田
阪
神
に
高
射
砲
が
あ
っ

た
時
だ
が
・
・
・
）。 

 
他
の
動
員
先
な
ど 

 
 

江
崎
グ
リ
コ 

慰
問
用
の
グ
リ
コ
の
包
装
、
一
粒
ず
つ
の
包
装
（
手 

作
業
） 
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爆
撃
さ
れ
た
時
、
陸
橋
の
下
の
ど
ぶ
川
に
漬
か
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

近
所
の
人
達
が
空
き
缶
を
持
っ
て
飴
や
砂
糖
の
溶
け

た
も
の
を
す
く
い
に
来
る 

 
 

芦
森
工
業 

 

落
下
傘
の
紐
を
作
る
。 

学
校
へ
戻
る 

軍
服
の
洗
濯
（
戦
死
し
た
人
の
分
？
）
。
硬
い
ブ
ラ
シ 

で
、
少
し
血
の
付
い
た
所
と
か
汚
れ
た
所
を
洗
う
と 

い
う
よ
り
擦 こ

す

る
。
芝
生
に
広
げ
て
干
す
。 

 

三 

そ
の
他
の
記
憶 

〇
空
襲
の
あ
と
必
ず
黒
い
雨
が
降
っ
て
き
た
。 

〇
夜
、
焼
夷
弾
が
落
ち
た
と
き
、
淀
川
の
川
面
は
、
天
神
祭
り
の
よ
う
な

“
き
れ
い
”
だ
け
ど
恐
ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
。 

〇
爆
弾
が
落
ち
る
と
き
、
ヒ
ュ
ー
、
焼
夷
弾
の
と
き
は
ザ
ー
。 

〇
飛
行
機
が
近
づ
く
と
防
空
壕
の
中
で
、
身
体
が
硬
直
し
て
何
分
か
後
に

は
も
う
命
は
な
い
も
の
と
、
真
上
に
来
る
と
助
か
っ
た
と
ほ
っ
と
す
る
。 

〇
一
度
防
空
壕
の
中
に
い
た
と
き
、
入
口
に
立
っ
て
い
た
班
長
が
誰
か
に 

突
き
飛
ば
さ
れ
た
よ
う
に
中
へ
倒
れ
こ
ん
で
き
た
と
同
時
に
、
十
四
人
位 

入
っ
て
い
た
全
員
、
座
っ
て
い
た
畳
ご
と
四
十
セ
ン
チ
位
浮
き
上
が
っ
た
。 

近
く
に
爆
弾
が
落
ち
た
の
だ
。
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の 

日
、
家
の
ガ
ラ
ス
戸
は
皆
割
れ
て
し
ま
っ
た
。
顔
に
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
い 

っ
ぱ
い
突
き
刺
さ
れ
た
人
も
あ
り
，
手
首
か
ら
先
が
壁
に
押
し
付
け
た
よ 

う
に
な
っ
た
人
も
あ
り
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
わ
か
な
い
。 

〇
被
災
証
明
を
取
り
に
行
く
道
で
、
着
物
だ
け
で
モ
ン
ペ
を
は
い
て
い
な 

い
人
が
亡
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
捨
て
か
れ
て
い
た
（
モ
ン
ペ
を
は 

い
て
い
な
い
と
非
国
民
と
い
わ
れ
放
置
さ
れ
る
）
。
死
ん
だ
馬
の
肉
を
、
食 

べ
る
た
め
に
数
人
の
人
が
切
り
取
っ
て
い
た
。 

〇
玉
川
町
の
高
架
（
市
電
）
の
手
前
あ
た
り
は
、
道
路
に
木
製
の
煉
瓦
み 

た
い
な
も
の
を
敷
い
て
上
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
か
け
た
道
で
、
そ
れ
を
持 

ち
去
っ
て
燃
料
の
代
わ
り
に
し
て
い
た
の
で
、
道
は
ボ
コ
ボ
コ
だ
っ
た
。 

〇
阪
急
電
車
の
シ
ー
ト
が
切
り
取
と
ら
れ
て
い
る
。
下
駄
ま
た
は
ぞ
う
り 

の
「
鼻
緒
」
に
丈
夫
だ
か
ら
と
か
で
。 

〇
阪
神
電
車
の
地
下
か
ら
大
阪
駅
へ
向
か
う
、
現
在
の
阪
神
百
貨
店
沿
い 

の
通
路
は
多
く
の
人
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
皆
人
間
の
厚
み
が
な
く
、
頭 

と
足
先
だ
け
で
、
あ
と
は
ペ
チ
ャ
ン
コ
の
状
態
だ
っ
た
。
行
く
時
は
生
き 

て
い
た
の
に
、
帰
る
時
は
死
ん
で
い
た
人
も
い
た
。
餓
死
？ 

〇
夏
の
暑
い
時
に
大
阪
駅
の
前
で
焚
き
火
を
し
て
温
ま
っ
て
い
る
。
栄
養 

が
足
り
な
い
の
で
体
温
が
低
い
の
か
も
知
れ
な
い
。 

〇
阪
急
百
貨
店
で
・
代
用
う
ど
ん
（
海
藻
か
ら
作
っ
た
の
か
、
形
だ
け
う 

ど
ん
で
コ
ン
ブ
の
よ
う
な
色
）・
せ
ん
べ
い
（
イ
ナ
ゴ
を
粉
末
に
し
て
海
老 

せ
ん
の
よ
う
）
が
販
売
さ
れ
て
い
た
。 

〇
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
人
は
小
学
校
の
講
堂
に
並
べ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は 

小
さ
な
女
の
子
が
人
形
を
抱
い
て
。
赤
ん
坊
を
背
負
っ
て
用
水
桶
（
コ
ン 

ク
リ
ー
ト
）
に
漬
か
っ
て
、
等
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
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盂
蘭
盆

う

ら

ぼ

ん

会 え

覚
え
書
き 

―
玉
江
橋
の
精
霊
流
し
ー 

 
 
 
 

田
野 

登 

 

…
阪
大
病
院
前
の
玉
江
橋
は
八
月
十
五
日
の
宵
に
は
精
霊
を
送
る
橋

と
な
る
。
餓
鬼

が

き

さ
ん
に
も
ヒ
モ
ジ
イ
（
空
腹
な
）
思
い
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
と
、
盆
棚
の
果
物
な
ど
の
、
お
供
え
物
を
船
に
し
た
紙
箱
に

載
せ
て
流
し
た
。
紙
箱
の
船
に
蝋
燭

ろ
う
そ
く

を
立
て
、
橋
を
降
り
、
闇
の
中

そ
ー
ろ
っ
と
川
に
浮
か
べ
た
。
い
つ
も
、「
船
」
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
に
蝋
燭
の
火
は
消
え
て
い
た
…
。 

 

 

こ
れ
は
私
の
昭
和
三
十
年
頃
の
記
憶
の
世
界
で
あ
る
。 

浄
土
真
宗
の
家
庭
で
は
行
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
盂
蘭
盆
の
間
、

先
祖
の
戒
名
を
経
木
に
書
い
て
盆
棚
に
祭
る
。
神
仏
諸
霊
の
祭
り
は
、
迎

え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
送
る
こ
と
で
終
わ
る
。
そ
の
間
、
機
嫌
よ
く
お

ら
れ
る
よ
う
に
と
さ
さ
や
か
な
お
祭
り
を
す
る
。
お
祭
り
と
は
奉
祀

ほ

う

し

す
る

こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
お
供
え
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
西
瓜

す

い

か

や
生
野
菜
、

果
物
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
菓
子
を
お
供
え
を
す
る
。
何
よ
り
も
三
度
三

度
の
お
膳
と
十
時
と
三
時
の
お
や
つ
を
欠
か
さ
な
い
。
供
え
物
は
野
菜
の

煮
付
け
、
味
噌
汁
、
ご
飯
が
必
須
で
先
祖
様
の
中
に
酒
の
好
き
な
方
が
居

ら
れ
れ
ば
酒
を
供
え
、
茄
子

な

す

び

の
浅
漬
け
の
好
き
な
方
が
居
ら
れ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
に
す
る
。
ま
る
で
亡
き
人
が
い
ま
す
が
ご
と
く
接
待
す
る
の
で
あ

る
。
お
や
つ
に
は
わ
ら
び
餅
だ
と
か
素
麺

そ
う
め
ん

を
供
え
る
。
お
勤
め
は
朝
夕
の

二
回
で
あ
る
。
わ
が
家
の
宗
旨
で
は
般
若
心
経

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

、
修し

ゅ

証
し
ょ
う

義ぎ

、
舎
利

し

ゃ

り

礼
文

ら
い
も
ん

三

遍
を
あ
げ
る
。
先
祖
の
お
祭
り
と
は
、
盂
蘭
盆
に
限
ら
ず
、
香
華

こ

う

げ

を
手
向

け
、
お
供
え
を
し
て
読
経
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

あ
と
一
つ
、
盂
蘭
盆
会
に
は
先
祖
を
祭
る
ほ
か
、
施
餓
鬼

せ

が

き

と
い
っ
て
祭

ら
れ
ぬ
諸
霊
に
飲
食

お
ん
じ
き

を
施
し
た
り
も
す
る
。
盆
棚
と
は
別
に
餓
鬼
棚
を
設

け
て
い
る
家
庭
も
あ
る
。
わ
が
家
で
は
ご
住
職
の
棚
経
が
毎
年
、
十
五
日

の
正
午
頃
で
あ
る
。
そ
の
日
の
お
経
は
施
餓
鬼
供
養
に
あ
て
ら
れ
る
。
た

く
さ
ん
の
仏
名
を
梵
語

ぼ

ん

ご

で
唱
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
私
は
奇
習
と
も
思
わ

れ
る
仕
来
り
を
伝
承
し
て
い
る
。
夜
更
け
、
四
つ
辻
に
立
っ
て
、
三
度
の

お
膳
に
供
え
た
お
茶
湯
を
貯
め
た
の
を
撒ま

く
の
で
あ
る
。「
餓
鬼
に
施
す
。

餓
鬼
に
施
す
」
と
唱
え
な
が
ら
お
茶ち

ゃ

湯と
う

を
撒
く
。
亡
き
母
は
、
そ
れ
は
お

盆
に
祭
ら
れ
な
い
餓
鬼
さ
ん
が
四
つ
辻
に
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
し
て
喉
を
渇
か

し
て
待
っ
て
い
る
の
で
、
「
餓
鬼
に
施
す
。
餓
鬼
に
施
す
…
…
。
」
と
唱

え
る
の
や
と
言
っ
て
い
た
。
あ
あ
、
お
盆
は
祭
ら
れ
ぬ
諸
霊
に
飲
食
を
施

す
、
施
餓
鬼
の
時
な
ん
や
と
思
い
起
こ
し
た
り
も
し
て
い
る
。 
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今
年
の
場
合
、 

夕
方
近
く
に
な
っ 

て
、
近
所
か
ら
お 

供
え
を
い
た
だ
い 

た
。
そ
れ
で
シ
ラ 

ム
シ
と
送
り
団
子 

を
供
え
る
場
所
が 

な
く
な
り 

し
か
た
な
く
経
机
に
供
え
た
。
シ
ラ
ム
シ(

白
蒸)

や
、
白
玉
の

送
り
団
子
は
、
お
土
産
に
持
っ
て
往い

い
ん
で
も
ら
う
た
め
に
用
意
す
る
も

の
で
あ
る
。
お
供
え
物
は
足
が
早
い
か
ら
と
か
言
っ
て
、
母
は
な
ぜ
か
早

く
往
ん
で
も
ら
い
た
が
っ
て
い
た
。 

 

夕
方
と
も
な
れ
ば
、
勤
行

お
つ
と
め

の
後
、
仏
壇
の
リ
ン(

鈴)
を
鳴
ら
し
、
門
口

で
オ
ガ
ラ(

苧
麻)

を
焚た

い
て
先
祖
さ
ん
の
霊
を
送
る
。
福
島
区
の
家
庭
で

は
、
堂
島
川
、
安
治
川
、
新
淀
川
の
水
辺
で
精
霊
流
し
を
し
て
い
た
。 

現
在
、
玉
江
橋
の
精
霊
流
し
は
、
八
月
一
五
日
の
宵
、
北
区
中
之
島
町

会
が
世
話
方
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
近
在
の
供
え
物
を
携
え
た
老
若
男
女
で

賑
わ
っ
て
い
る
。
河
川
を
汚
染
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
供
え
物
を
流
す
こ

と
は
し
な
い
が
、
橋
の
南
詰
め
の
遊
歩
道
で
は
蝋
燭
の
火
を
点と

も

し
川
面
に

合
掌
し
て
い
る
。 

 

私
の
盂
蘭
盆
の
祭
祀
は
「
民
俗
の
窮
状
」
と
い
う
べ
き
有
様
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
「
真
正
」
な
民
俗
な
ど
で
な
く
、 

母
か
ら
の
聞
き
書
き
を
も
違

え
て
し
ま
い
、
き
っ
と
、
過
去
の
「
伝
統
」
か
ら
も
逸
脱
し
た
も
の
だ
ろ

う
。
し
か
も
成
人
し
た
子
ど
も
た
ち
が
寄
り
つ
か
な
い
祭
り
な
の
で
、
未

来
の
た
め
の
現
在
の
民
俗
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。 

私
自
身
、
唯
一
人

黄
泉

こ
う
せ
ん

に
赴
く
道
す
が
ら
の
勤
め
な
の
だ
ろ
う
。
盂
蘭
盆
の
時
は
、
亡
き
父

母
、
亡
き
祖
父
母
の
い
ま
す
が
ご
と
く
過
ご
す
時
で
あ
る
。
福
島
区
に
生

ま
れ
育
っ
た
者
の
一
人
が
こ
の
地
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
恥
を
忍
ん

で
、
盂
蘭
盆
会
覚
え
書
き
と
し
て
、
書
き
と
ど
め
た
。 

        

 
 

 
 

 
 

 

 

８月１５日夕の祭壇 

 

 

  
 
 
 
 

（
中
央
と
下
の
写
真
は
、 

 
 
 
 
 
 

実
行
委
員
会
・
相
葉
幸
子
氏 

撮
影
） 

「
中
之
島
精
霊
流
し
」 

（
中
之
島
精
霊
流
し
実
行
委
員
会
主
催
） 
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「
松
瀬
青
々
」
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

末
廣 

訂 
 

 
 

 

七
月
二
六
日
（
土
）、
大
阪
俳
句
史
研
究
会
四
八
名
が
バ
ス
二
台
で
、
松 ま

つ

瀬 せ

青
々

せ

い

せ

い

の
第
二
の
故
郷
海
老
江
を
訪
問
さ
れ
、
我
が
歴
史
研
究
会
で
ゆ
か

り
の
史
跡
等
を
案
内
し
た
。 

 

松
瀬
青
々
は
正
岡
子
規
の
弟
子
で
、
高
浜
虚
子
ら
と
明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
活
躍
し
た
俳
人
で
あ
る
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
現
在

の
三
井
住
友
銀
行
本
店
敷
地
内
に
生
誕
の
碑
（
現
在
工
事
中
）
が
建
つ
旧

大
川
町
で
生
ま
れ
た
。
当
時
の
第
一
銀
行
勤
務
時
代
に
俳
句
を
学
び
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
に
投
句
し
て
、
子
規
と
知
り
合
う
。
そ
の
後
、
大
阪
の
朝
日

新
聞
に
入
社
し
、
朝
日
俳
諧
を
担
当
し
、「
宝
船
」
を
創
刊
し
た
。 

 

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
の
暮
れ
、
大
川
町
か
ら
青
々
一
家
五
人
が

井
路
川
を
船
で
海
老
江
に
引
っ
越
し
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
ま
で

の
十
五
年
間
、
海
老
江
東
之
町
に
居
住
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
在
、
八
坂
神
社
に
青
々
自
筆
の
句
碑
が
、
ま
た
南
桂
寺
に
弟
子
ら
が

建
て
た
「
青
々
先
生
」
の
墓
碑
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
青
々
自
筆
の
短
冊

や
掛
け
軸
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
た
自
筆
の
扁
額

へ

ん

が

く

が
掛
っ
て
い
る
朝
日
地
蔵
尊
や
旧
宅
跡
等
青
々
の
足

跡
が
残
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
旧
宅
隣
の
外
野
酒
店
に
青
々
の
額
が
見
つ

か
っ
た
。 

 

当
日
、
こ
れ
ら
の
足
跡
を
巡
っ
た
後
、
八
坂
神
社
の
社
務
所
で
句
会
の

研
究
会
が
開
か
れ
、
田
邊
富
子
氏
の
「
青
々
」
に
ま
つ
わ
る
研
究
発
表
が

あ
り
、
末
廣
が
青
々
の
居
住
し
た
時
代
の
海
老
江 

の
歴
史
を
話
し
た
。 

 

海
老
江
に
関
す
る
青
々
の
俳
句
を
挙
げ
る
と
、 

枕
も
と
海
老
江
の
寺
の
鐘
氷
る 

草
の
露
朝
地
車
に
幕
か
け
る 

草
の
春
田
は
年
々
に
家
と
な
る 

そ
し
て
八
坂
神
社
境
内
に 

菜
の
花
の
は
じ
め
や
北
に
雪
の
山 

い
ず
れ
の
句
も
当
時
の
海
老
江
の
田
園
風
景
や
生
活
の
一
端
が
詠
ま
れ
て 

お
り
、
昔
が
偲 し

の

ば
れ
る
。 

当
日
は
青
々
の
孫
の
ご
婦
人
も
参
加
さ
れ
、 

案
内
説
明
に
力
が
入
っ
た
。
ご
一
行
は
、
午 

後
、
終
焉
の
地
、
高
石
市
を
訪
問
後
、
墓
が 

あ
る
天
王
寺
の
正
覚
寺
に
向
か
わ
れ
た
。 

当
日
引
率
さ
れ
た
朝
妻
先
生
か
ら
雑
誌 

『
大
阪
春
秋
』
の
秋
号
に
海
老
江
訪
問
時
の 

俳
句
が
載
る
こ
と
に
な
っ
た
と
連
絡
が
あ
り
、 

秋
号
が
楽
し
み
で
あ
る
。 
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展
示
「
池
田
遊
子
の
世
界
」
開
催 

 
 
 
 

 
 
 

 

事
務
局
長 

 

末
廣 

訂 

  

彫
刻
界
の
異
才
と
呼
ば
れ
た
造
形
美
術
家
・
池
田
遊
子

ゆ

う

し

（
一
九
〇
九
―

二
〇
〇
六
）
が
室
戸
台
風
で
倒
れ
た
海
老
江
八
坂
神
社
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

か
ら
六
〇
体
の
像
を
作
成
し
た
の
は
八
〇
年
前
の
昭
和
九
（
一
九
三
四
）

年
で
、
二
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
神
社
の
ア
ル
バ
ム
に
そ
れ
ら
の
像
の
写

真
と
奉
納
し
た
持
ち
主
の
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

作
家
遊
子
は
申
し
込
み
者
の
希
望
す
る
像
を
彫
刻
し
た
。
例
え
ば
親
鸞
、

布
袋
、
役
行
者
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
刻
し
、
本
人
の
号

（
当
時
は
鵬
旭
）
を
入
れ
て
い
る
。
希
望
者
は
会
費
月
二
円
を
一
年
掛
け
、

神
社
復
旧
資
金
と
し
て
四
円
、
作
家
に
二
〇
円
を
贈
っ
て
い
る
。 

 

数
年
前
か
ら
こ
の
時
に
制
作
さ
れ
た
彫
刻
を
一
堂
に
会
し
て
展
示
会
を

し
た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
海
老
江
に
在
住
の
池
田
遊
子
の
甥
（
故
東
出

ひ
が
し
で

和
男
氏
）
が
所
蔵
し

て
い
る
作
品
を
併
せ
て
展
示
し
て
は
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。 

 

展
示
場
所
と
時
期
を
福
島
区
役
所
と
話
し
て
、
八
～
九
月
の
二
か
月
間

一
階
ロ
ビ
ー
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。 

八
月
の
初
め
、
会
員
が
朝
か
ら
展
示
の
準
備
後
、
山
本
副
区
長
や
遊
子

の
子
息
・
池
田
方
彩
氏
（
公
財
）
天
門
美
術
館
長
、
八
坂
神
社
の
宮
司
ら

で
簡
単
な
開
会
式
を
ロ
ビ
ー
で
行
っ
た
。 

二
つ
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
う
ち
一
つ
は
「
神
社
で
倒
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
の

木
か
ら
彫
っ
た
五
体
の
像
」
を
中
心
と
し
、
も
う
一
つ
は
「
故
東
出
氏
の

所
蔵
品
二
六
体
」
を
展
示
し
た
。
ど
ち
ら
も
見
応
え
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。 

 

特
に
東
出
氏
出
品
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
大
き
な
木
彫
り
の
像
は
作
品
名
を

「
呵
々

あ

あ

大
笑
」
と
云
い
、
生
前
、
東
出
氏
が
体
の
調
子
が
悪
い
時
、
こ
の

像
と
対
面
し
て
い
る
と
不
思
議
と
笑
い
が
込
み
上
げ
て
き
て
体
調
が
よ
く

な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

東
出
氏
の
生
前
中
に
開
催
し
て
い
れ
ば
と
残
念
で
あ
る
。 
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福島区歴史研究会 ２０１４年上半期の事業 

 

展示「福島区の史跡と文化財」（会場・福島区役所)  1/14～6/30  

 

 

 

 

 

 

第１２回セミナー「西鶴・芭蕉・近松の話」2/16 講師 大橋正叔氏 

展示「上福島・福島・鷺洲の今昔」（会場・福島図書館) 3/11～6/29 

        ＊「ベイコム地元ニュース」取材・放映 5/13～5/19 

第１３回セミナー「地域史研究のための地藏信仰調査」6/8 講師 田野 登氏 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

２０１４年 上半期の活動記録 

1/8   展示準備（区役所）     

1/16   役員会 

２月  『福島区歴史研究会会報 第２号』発刊     

2/15   総会・懇親会     

2/20   企画会議      

3/7    展示準備（図書館）      

3/20   企画会議      

4/17   企画会議      

5/15   企画会議 

６月  「なにわ大賞」応募 入選せず      

6/19   企画会議 

★浦江塾（協力） 2/1 3/1 4/5 5/3 6/7 

ホームページ http://o-fukushima.com/rekishi/top.htm 

                       （会報バックナンバーも掲載） 

 

 

（印刷：谷口印刷紙業） 

会
員
の
原
稿
を 

募
集
し
ま
す
！ 

 

 

会報第２号掲載「下福島公園の今昔」の増補版 

『下福島公園の今昔』を岡倉光男氏が小冊子にま

とめました。ご希望の方は同氏まで。 


